
機密性○情報 （保存期間 ： １年未満 １ ３ ５ 10 20 30年）
○○限り

「食」や「自然」、「農作業」を体験し、
社員に元気になっていただく

【社員食堂等での地元や応援したい地域の農産物の利用】

〇新鮮な食材の利用による社員の健康増進、地産地消等の地域貢献・サステイナブルな取組

〇取組企業の例：キャノン（地元直売所からの仕入）、小松製作所（地産地消デーの開催）、
トヨタ自動車（拠点ごとの地産地消）、日本電気（伝統食・郷土食の提供）、堀場製
作所（社内に給食委員会を設置し健康管理） ほか

【社員を対象に、地元や応援したい地域の農産物のPRや販売会の開催】

〇社員満足度の向上、地域貢献、提供する生産者との結びつきの強化

〇取組企業の例：三井不動産（マルシェ）、全日本空輸（社内マルシェ）、ソニー（商工会
と連携した産直市）ほか

人材育成

楽しむ

社員の視野拡大や意識（モチベーション）
の向上

新事業 自社のノウハウ（技術）を活用した農業の革新

地域貢献 地域とともに持続的な発展を遂げる

期待できる効果

【社員研修で農業体験を導入する】

〇企業の社会的責任（CSR）のみならず、社員の福利厚生、社内コミュニケーションの向上、
チームワークの強化、リーダー等人材育成

〇取組企業等の例：日信化学工業（耕作放棄地を利用して、土づくり、畑作）、JTB（農家
民泊や里山暮らしで農山村地域との交流）、堀場製作所（休耕地を利用して自社農場
を整備し、社員と家族の健康づくり）、はくばく（借受農地で大麦等の栽培→自社の
原料の生産を知る）、 NPO法人 えがおつなげて(企業ニーズに応えながら、農村資源
を有効利用する活動を促進：山梨県の耕作放棄地を利用して三菱地所、博報堂の職員
が田植え、稲刈り等を実施）ほか



【応援したい地域への援農ボランティアや臨時雇用の派遣】

〇地域への貢献による結びつきの強化

〇取組企業の例：日本航空（「JALふるさと応援隊」を結成。山形さくらんぼの収穫を
支援。この取り組みを機に社内副業制度を新たに付加し、農業労働力支援を行
う社員の収入を確保）

【応援したい地域との地域活性化に関する協働活動の実施】

〇地域への貢献による結びつきの強化

〇取組例：「しがのふるさと支え合いプロジェクト（滋賀県）」（中山間地域の集落
と企業や大学・高校、NPO法人等による協働活動を通じて、地域活性化や
新たな価値の創造を図る取組）

【農業に参入する】

〇企業のノウハウを生かした農業参入もあれば、新たな事業として行う場合もありま
す。食品企業だけでなく、様々な業種の企業が参入しています。

〇企業の農業参入によって、企業経営では当たり前な効率的な経営管理が農業で行わ
れていくことが期待されています。

〇企業が農業に参入するには、農地を借り入れて行う場合と、農地を所有して行う場
合（農地所有適格法人）があります。

〇近畿農政局は、企業のみなさま向けに農業参入の相談窓口を設置
しました。お気軽にご相談ください。

（注）取組企業の例は、WEB掲載時点の情報であり、以降取組内容が変更されていることがあり得ます。

農林水産業にご関心がある企業の方は、お気軽に、近畿農政局に
ご相談ください。

近畿農政局 総合窓口

https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/1108.html


